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総合評価

テキスト

参考書

関連科目 物理，数学，構造力学など．

微分，積分，微分方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．知識が必要となるので復習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．必要となるので復習しておくこと．となるの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．復習しておくこと．しておくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

応用物理 (Applied Physics)

都市工学科・4年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位III )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

「力学」問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，について理解する．具体的問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，取り上げて理解度を上げることを試みる．また，り上げて理解度を上げることを試みる．また，上げて理解度を上げることを試みる．また，げて理解度シラバスを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，上げて理解度を上げることを試みる．また，げることを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，試みる．また，みる．また内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，，
自然現象のうち，「電気磁気的現象」を理解する上で重要な基礎的概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．うち，「電気磁気的現象のうち，「電気磁気的現象」を理解する上で重要な基礎的概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養」を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解する上げて理解度を上げることを試みる．また，で復習しておくこと．重要となるので復習しておくこと．な基礎的概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，修得し，それを現実の問題に応用する能力を養し，それを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，現実の問題に応用する能力を養の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に応用する能力を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，養
う．

【A2】力学で復習しておくこと．用いるベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．基本法則の意味を理解し，極座標系で記述の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，極座標系で記述で復習しておくこと．記述
された内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，解くことが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．基本法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解しているかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，前期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによ
って評価する．する．

【A2】質点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする基本法則の意味を理解し，極座標系で記述の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，重力や中心力など中心力など
が必要となるので復習しておくこと．作用する系で記述にこの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，適用して解くことが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

質点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，求められるかどうかを前期の試験およびレポめられるかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，前期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポ
ートによって評価する．する．

【A2】振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする基本法則の意味を理解し，極座標系で記述の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，系で記述にこの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，適用し
て解くことが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，求められるかどうかを前期の試験およびレポめられるかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，前期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートに
よって評価する．する．

【A2】剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする基本法則の意味を理解し，極座標系で記述の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に
関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などしてこの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，適用して解くことが必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きる．

剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする問題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，求められるかどうかを前期の試験およびレポめられるかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，前期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポ
ートによって評価する．する．

【A2】電荷間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をに働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をくクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を力，近接作用としての解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．電界，電位などの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など係をを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，
理解する．

電荷間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をに働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をくクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を力，近接作用としての解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．電界，電位などの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など係をを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解して
いるかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによって評価する．する．

【A2】電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．や中心力など電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．取り上げて理解度を上げることを試みる．また，り上げて理解度を上げることを試みる．また，扱い方を理解する．い方を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解する．
電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．や中心力など電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．取り上げて理解度を上げることを試みる．また，り上げて理解度を上げることを試みる．また，扱い方を理解する．い方を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解しているかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，
験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによって評価する．する．

【A2】連続的に分布する電荷がつくる電場やコンデンサーについて理解しする電荷が必要となるので復習しておくこと．つくる電場やコンデンサーについて理解しや中心力などコン力，近接作用としての電界，電位などの関係をデン力，近接作用としての電界，電位などの関係をサーについて理解し
，ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，用いて電場やコンデンサーについて理解しの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きるようになる．

連続的に分布する電荷がつくる電場やコンデンサーについて理解しする電荷が必要となるので復習しておくこと．つくる電場やコンデンサーについて理解しの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．や中心力などコン力，近接作用としての電界，電位などの関係をデン力，近接作用としての電界，電位などの関係をサーについて理解し，
ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，用いて電場やコンデンサーについて理解しの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きるかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポ
ートによって評価する．する．

【A2】静磁場やコンデンサーについて理解しにおけるローレン力，近接作用としての電界，電位などの関係をツ力，ビオーサバールの法則，アンペールの力，ビオーサバール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述，アン力，近接作用としての電界，電位などの関係をペール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．
法則の意味を理解し，極座標系で記述について理解する．

ローレン力，近接作用としての電界，電位などの関係をツ力，ビオーサバールの法則，アンペールの力，ビオーサバール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述，アン力，近接作用としての電界，電位などの関係をペール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について理解してい
るかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによって評価する．する．

【A2】ファラデーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．電磁誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計起電力や中心力など誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計
算ができるようになる．が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．きるようになる．

ファラデーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．電磁誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，理解し，誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計起電力や中心力など誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．が必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．き
るかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによって評価する．する．

【A2】マクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．と電磁波の定式化について理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．定式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．化について理解する．について理解する．
マクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．と電磁波の定式化について理解する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．定式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．化について理解する．について理解しているかどうかを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，後期の試験およびレポートによ
の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．レポートによって評価する．する．

成績は，試験は，試みる．また，験およびレポートによ85%　レポートレポート15%　レポートとして評価する．する．100点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など満点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などとし60点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など以上げて理解度を上げることを試みる．また，を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，合格とする．試験成績は中間試験，定期とする．試みる．また，験およびレポートによ成績は，試験は中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによ，定期の試験およびレポートによ
試みる．また，験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．平均点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などとする．

「基礎からの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．物理学」：山本貴博（裳華房）
「基礎物理学演習しておくこと．」：後藤憲一・小早川恵三・國友正和（共立出版）

「力学」：原島鮮著（裳華房）
「電気磁気学」：石井良博著（コロナ社）社）
「100問演習しておくこと．電磁気学」：今崎正秀著（共立出版）
「ビジュアル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．アプローチ　レポート力学」：為近和彦著（森北出版）
「ビジュアル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．アプローチ　レポート電磁気学」：前田和茂・小林俊雄著（森北出版）

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（応用物理）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 速度シラバスと加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，速度シラバスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．し方，計算ができるようになる．方法，接線成分と法線成分の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．現方法について学習しておくこと．する．

3

4 運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述

5 単振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また， 単振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．について学習しておくこと．する．

6 減衰振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，と強制振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また， 減衰振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，と強制振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，について学習しておくこと．する．

7 束縛運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また， 束縛力（抗の概念とその取り扱い方を理解する．力，張力）について理解し，束縛運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，（斜面をすべる物体の運動，単振り子）の運動方程式について学習する．を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，すべる物体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，，単振り上げて理解度を上げることを試みる．また，子）の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．について学習しておくこと．する．

8 中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによ これまで復習しておくこと．に学んだ範囲について出題する．範囲について出題する．について出題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，する．

9 中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによ解答，仕事とエネルギーとエネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー

10 万有引力と惑星の運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また， 万有引力とケプラーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について理解し，惑星の運動や中心力など人工衛星の運動の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，について学習しておくこと．する．

11 見かけの力（慣性力）かけの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力（慣性力） 慣性系で記述と非慣性系で記述，並進座標系で記述，回転座標系で記述，様々な慣性力について理解し，慣性系と非慣性系での運動について学習する．な慣性力について理解し，慣性系で記述と非慣性系で記述で復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，について学習しておくこと．する．

12 質点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など系で記述の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．力学 運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，量保存の法則，力積，弾性衝突・非弾性衝突，重心，角運動量と力のモーメント，角運動量保存則について学習する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述，力積，弾性衝突・非弾性衝突，重心，角運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，量と力の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．モーメン力，近接作用としての電界，電位などの関係をト，角運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，量保存の法則，力積，弾性衝突・非弾性衝突，重心，角運動量と力のモーメント，角運動量保存則について学習する．則の意味を理解し，極座標系で記述について学習しておくこと．する．

13 慣性モーメン力，近接作用としての電界，電位などの関係をト，剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．つり上げて理解度を上げることを試みる．また，あいと運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする基本定理について学習しておくこと．する．

14 慣性モーメン力，近接作用としての電界，電位などの関係をト，剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．つり上げて理解度を上げることを試みる．また，あいと運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などする基本定理について学習しておくこと．する．

15 重心の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，，重心に相対的な運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，，剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．平面をすべる物体の運動，単振り子）の運動方程式について学習する．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，について学習しておくこと．する

16 静電場やコンデンサーについて理解しにおける電荷と電荷に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をく力，すなわちクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について学習しておくこと．する．

17 電場やコンデンサーについて理解しと電位，電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．と電力について学習しておくこと．する．

18 電気回路の基本について学習する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．基本について学習しておくこと．する．

19 連続的に分布する電荷がつくる電場やコンデンサーについて理解しする電荷が必要となるので復習しておくこと．つくる電場やコンデンサーについて理解しの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．方法について学習しておくこと．する．

20 ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述 ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について理解し，様々な慣性力について理解し，慣性系と非慣性系での運動について学習する．な電荷分布する電荷がつくる電場やコンデンサーについて理解しにおける電場やコンデンサーについて理解しの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．計算ができるようになる．方法について学習しておくこと．する．

21 微分型のガウスの法則の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述 微分形のガウスの法則，連続的に分布する電荷がつくる電位について学習する．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ガウスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述，連続的に分布する電荷がつくる電場やコンデンサーについて理解しする電荷が必要となるので復習しておくこと．つくる電位について学習しておくこと．する．

22 導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計体と静電場やコンデンサーについて理解し 導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計体と静電誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計，静電場やコンデンサーについて理解し中の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計体，導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計体板と電場について学習すると電場やコンデンサーについて理解しについて学習しておくこと．する

23 中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによ 後期の試験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．これまで復習しておくこと．に学んだ範囲について出題する．範囲について出題する．について出題に，「振動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，する．

24 中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによ解答，コン力，近接作用としての電界，電位などの関係をデン力，近接作用としての電界，電位などの関係をサー 試みる．また，験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解答と解説を行う．コンデンサーの原理について理解する．を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，行う．コンデンサーの原理について理解する．う．コン力，近接作用としての電界，電位などの関係をデン力，近接作用としての電界，電位などの関係をサーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．原理について理解する．

25 磁石と静磁場やコンデンサーについて理解し，ローレン力，近接作用としての電界，電位などの関係をツ力，ビオーサバールの法則，アンペールの力について学習しておくこと．する．

26 運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，している電荷による磁場やコンデンサーについて理解し，ビオ・サバール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述，アン力，近接作用としての電界，電位などの関係をペール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について学習しておくこと．する．

27 誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計起電力と誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．について学習しておくこと．する．

28 運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，する回路の基本について学習する．に生じる起電力について学習する．じる起電力について学習しておくこと．する．

29 マクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．と電磁波の定式化について理解する．

30 電磁気学の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．演習しておくこと． 復習しておくこと．と演習しておくこと．により上げて理解度を上げることを試みる．また，理解を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，深める．める．

運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．し方1
質点の力学に関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力などの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．概念を修得し，それを現実の問題に応用する能力を養，位置と座標系（デカルト座標系，極座標系，円柱座標系），ベクトルの基本定理（単位ベクトル，位置ベクトル，変位ベと座標系で記述（デカル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ト座標系で記述，極座標系で記述，円柱座標系で記述），ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．基本定理（単位ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．，位置と座標系（デカルト座標系，極座標系，円柱座標系），ベクトルの基本定理（単位ベクトル，位置ベクトル，変位ベベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．，変位ベ
クトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．，スカラー積，ベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．積）について学習しておくこと．する．

運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．し方2

運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．し方3 2次元極座標系で記述について理解し，2次元極座標系で記述による速度シラバスと加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，速度シラバスの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．表し方，計算方法，接線成分と法線成分の表現方法について学習する．現，円運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，と面をすべる物体の運動，単振り子）の運動方程式について学習する．積速度シラバスについて学習しておくこと．する．

ニュートン力，近接作用としての電界，電位などの関係をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．3法則の意味を理解し，極座標系で記述と運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，方程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．立て方と解き方について学習しておくこと．する．

試みる．また，験およびレポートによの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．解答と解説を行う．コンデンサーの原理について理解する．を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，行う．コンデンサーの原理について理解する．う．仕事とエネルギー，保存の法則，力積，弾性衝突・非弾性衝突，重心，角運動量と力のモーメント，角運動量保存則について学習する．力とポテン力，近接作用としての電界，電位などの関係をシャル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．，運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギーと仕事とエネルギーの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．関する基本法則の意味を理解し，重力や中心力など係を，力学的エネル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ギー保存の法則，力積，弾性衝突・非弾性衝突，重心，角運動量と力のモーメント，角運動量保存則について学習する．則の意味を理解し，極座標系で記述について学習しておくこと．す
る．

剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，1

剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，2

剛体の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．運動」分野も加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，3

静電場やコンデンサーについて理解し1

静電場やコンデンサーについて理解し2

静電場やコンデンサーについて理解し3

静電場やコンデンサーについて理解し4

静磁場やコンデンサーについて理解し1

静磁場やコンデンサーについて理解し2

電磁誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計1

電磁誘導の法則を理解し，誘導起電力や誘導電流の計2

マクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．変位電流や電気抵抗の概念とその取り扱い方を理解する．とマクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．ーアン力，近接作用としての電界，電位などの関係をペール解析の知識が必要となるので復習しておくこと．の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．法則の意味を理解し，極座標系で記述について解説を行う．コンデンサーの原理について理解する．し，これまで復習しておくこと．に学んだ範囲について出題する．電磁気の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．4法則の意味を理解し，極座標系で記述（マクスウェル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．方
程式とその解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．）を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，まとめる．

備など）
考

前期の試験およびレポートによ，後期の試験およびレポートによとも加えた内容について理解する．具体的問題を取り上げて理解度を上げることを試みる．また，に中間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係を試みる．また，験およびレポートによおよびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．定期の試験およびレポートによ試みる．また，験およびレポートによを取り上げて理解度を上げることを試みる．また，実の問題に応用する能力を養施する．する．
本科目の修得には，の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．修得し，それを現実の問題に応用する能力を養には，60 時間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．授業の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．受講と 30 時間に働くクーロン力，近接作用としての電界，電位などの関係をの解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．事とエネルギー前・事とエネルギー後の解，およびベクトル解析の知識が必要となるので復習しておくこと．自己学習しておくこと．が必要となるので復習しておくこと．必要となるので復習しておくこと．で復習しておくこと．ある．
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